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放課後等の児童の居場所あり方検討会について 

 

 

●会議の目的 

児童館や学童クラブ、ひのっちを実際に利用されている保護者や、 

現場で働く職員、事業に従事していただいている方などから幅広く 

お話を伺い、今後の子どもたちの放課後等の居場所のあり方を考え 

ていく参考とするため。 

 

●話し合うこと 

  子育て課が担当している、子どもたちの放課後の居場所に関する事業に関して、それ

らを取り巻く現状や課題を共有し、様々な視点で意見を交わし、子どもたちにとってよ

り安全で安心して過ごせる居場所づくりに向けた意見交換を行う。 

 ・学童クラブに関すること 

 ・ひのっちに関すること 

 ・その他子どもの居場所に関すること 

 

●メンバーと検討会の開催について 

  学童クラブを利用されている保護者の代表等（５名）、ひのっちのスタッフ（１名） 

学童クラブ職員（２名）、児童館館長（２名）、子育て課（６名） 

 

放課後等の児童の居場所あり方検討会 会議一覧 

第１回 平成２７年６月２３日（火） 

① 検討会の目的と役割等の確認 

② 放課後の居場所の現状と学童クラブの課題 

③ 学童クラブ適正利用について 

第２回 平成 27 年 7 月 15 日(水) 
① 子ども達の放課後の姿 

② 学童クラブ適正利用について 

第３回 平成 27 年 8 月 20 日(木) 
① 学童クラブ適正利用のまとめ 

② 学童クラブ費について 

第４回 平成 27 年 10 月 7 日(水) 

① 学童クラブ出席率の分布・歳出の内訳 

② スーパーひのっち「なつひの」の状況報告 

③ 学童クラブ延長育成について 

第５回 平成 27 年 10 月 27 日(火) 
① 学童クラブ運営全般について 

・平成２８年度の学童クラブについて 

第６回 平成 27 年 11 月 24 日(火) ① 日野市学童保育連絡協議会について 

第７回 

予定 

平成 28 年 1 月 13 日(水) 

平成 28 年 1 月 20 日(水) 
① 施設見学 

場所：ふれあいホール集会室 1-2  時間：午後７時～午後８時３０分 

平成 27 年度 第４回（Ｈ27.11.27）「子ども・子育て支援会議資料」（資料 2-1） 
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平成27年7月15日(水)ふれあいホール集会室1-2
第2回放課後等の児童の居場所あり方検討会資料２ 第１回の検討会でいただいたご意見のまとめ『学童クラブの良い・良くないところ、普段感じているところ、適正利用について』

習い事のあとも利用

できるのはとても助

かる

異年齢の交流ができ

る

他学年の子どもたち

との関わりが広がる
（社会性が育つ場）

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ、台風など

で、学校が休業に

なった場合でも学童

が開く（他市では閉

まっているところも

…）

学級閉鎖、運動会等

学校の振替日でも１

日育成がある

学校の保護者会に出

にくいという意見が

あった

学校の保護者会に出る

ために仕事を休んでい

るときは、学童クラブ

を欠席というのは子育

て支援的には無理があ

る。

地区割り、下校ﾙｰﾄ

等は子どものためを

一番に考えてほしい

学校と学童クラブが

離れているところの

安全性と１日の活用

利用について（全般）

三季利用ができる 年度途中の三季が入

れない

4年生から6年生ま

での三季休業利用が

ほしい

三季休業利用

待機児童がいない

良い点。学童におい

ては待機児童がほと

んどいない

待機児童

週２日の就労で入会

できる

必要とする子が入会

できている

入会要件2年生以上16

時以降就労が厳しい。

現在、通勤約１時間半

の１5時45分まで勤務。

来年は16時以降勤務へ

変更しないといけない。

障がい児の受入れは

十分か？

高学年児童をどのよう

に受け入れていくか。

全員はムリ。優先順位。

学童クラブを必要とす

る児童とは。

対象児童。高学年。

障害児。（特に発達障

害）

高学年でも通えるよ

うにしてほしい

入会要件

行事･活動の見直し公設公営で安定して

いる

公立の児童館、公立

の学童クラブがある

ことが良い

運営スタイル。安定

的、継続的運営

施設改善

ふたば学童ｸﾗﾌﾞ。外で

遊ぶ場所が全くない。

唯一、学童前の駐車場ｽ

ﾍﾟｰｽさえ隣の寺工事で

使用できない。狭いｽ

ﾍﾟｰｽ(ふたば学童ｸﾗﾌﾞ)の

中に子どもたちは、

ぎゅうぎゅうで遊んで

いる。少しでもﾌｫﾛｰ改

善を願っています。

親育ち（て）と保護

者支援のつながりを

明確に

運営全般、活動内容

ひのっちと連携して

いる

子どもが自分の居場

所を選択できる幸せ

がある

一般児童の保護者より、

ひのっちを利用できな

い１年生の初期に学童

クラブの子と遊びたい

時はどうしたらいいか

と質問をうけた。校庭

開放もない中の狭間で

居場所のない時期。

学童からひのっちに遊

びに来る児童が多い
1年生 旭→日10人以上

滝合→1日5人程

2,3年生を入れると…数

えたくないほど…

学童からひのっちに来

る児童。良い言い方を

すれば「元気」違う言

い方をすれば「言うこ

とを聞かない」「悪が

き」ということでパー

トナー泣かせ！

ひのっち

学童クラブの費用が

安い

１カ月5,000円と

いう費用は大変あり

がたい。他市と比べ

ても良いと聞きます。
収支バランスは今後

の課題。（学童クラブ

について）

学童クラブ費用

おやつのあり方。ｱﾚ

ﾙｷﾞｰの対応。費用負

担の適正化。

おやつのあり方。料

金。有無。意義。

おやつ内容の見直し
（一日の活動。設定見

直し）

ひのっちでの遊びを中

断せざる負えないおや

つの問題。衛生面や夕

食までの時間の捕食的

意味を考えるとあまり

大幅に時間もずらせな

い

おやつ

職員がいることの安

心

職員の人数がある程

度いるので、細やか

に子どもを見ること

ができる

子どもの特徴を見て

くれているので集団

での様子がわかる

子どもの理解（児童

の理解）に熱心であ

る

職員体制（女性が多い。

子どもとの体格差）

学童職員と子どもの

関係性（子どもにとっ

てわかりづらい）

職員

民営でも公営でもい

いので時間の延長が

できればと思う

延長時間が18時30

分までなので延して

ほしい

育成時間。朝の受入

れ時間。夜の退所時

間。

延長育成。料金体系
（１回利用の有無。金

額設定）

延長時間の拡大

育成時間のあり方。

8時から19時ま

で？。少ないのでは

…
延長18時30分まで

でお迎えが有りとい

うのは、利用したく

ても利用しにくい

延長

●ひのっちで遊びたい！学童以外の子と遊びたい！

でも親に学童クラブに行かないとダメって言われちゃ

う！

●学童クラブはおやつがあるからいいな～

家庭に保護者がいる

ときは預けなくなっ

た

計画的に利用するよ

うになった

適正な範囲が狭い

利用日数を気にしな

がら利用するのが大

変。

適正利用にこだわる

理由が知りたい

適正利用は本当に必

要？
三季ｺｰｽの児童が平

日いない分や毎日利

用しない児童の分は

新たな児童を入会さ

せても良いのでは？
（待機児童解消のた

め）

出席日数をとても保

護者が気にするよう

になった

是正勧告書は厳しす

ぎるし面倒なので

「学童クラブをやめ

させた」というお母

さんもいる。これで

適正でしょうか？

日数チェックが本来

の目的にかなってい

ないのでは…。

適正利用

●本来、学童クラブを必要とする日数に変更がないのに、この運用の

ために変更届を提出せざる負えない。（シフト勤務、学校行事など）

●風邪で２日、学童クラブを休んだだけで是正となる場合がある。

●適正な範囲になるために、保護者が家庭にいる時にも預ける場合がある。

●変更届は20日が締切。でも、それ以降に利用状況が変わる場合も…

●申請した日数で利用したいが、本人の責めに帰さない理由で是正となる。

適正利用
の範囲

変更届の
締切日

ｲﾚｷﾞｭﾗｰｹｰｽ
への対応

検証結果から見えてきた課題（前回の資料より）

適正化を図っても受

入れ人数に影響がな

ければ意味がないの

では…

適正利用の意義が伝

わってこない

行政と保護者の

ギャップが大きい
『是正勧告書』とい

う名前が重すぎる

学童クラブの職員に

聞くと子育て課に聞

いてと言われる
分かりずらい。図で

表現するなど工夫を

してほしい

途中で待機児童がで

た場合は、適正利用

をしているのだから

入会させるべき

説明不足

子どもの気持ち

●日によって変わる子どもの意見を尊重でき

ない。（ひのっちで遊びたい！学童以外の

子と遊びたい！など）

●継続して学童クラブを利用することで、子どもは

安心できるのにな～。適正利用で継続できないな～

●学童クラブ、ひのっち、児童館
みんなわかりずらい！

●保育園在園の時から子どもたちの放課後事業

の情報をわかりやすく知らせてほしい。

（働いていると情報がほとんと入ってこ

ない！情報を集める余裕がないよう～）

親の気持ち

保護者が働いていて

も利用できることを

知らなかった

ひのっちのことを

もっと早く知ってい

れば学童クラブでな

くても良い人はいる
と思う

小学校に入るまで、

ひのっちのことも知

らなかった

 

●主な会議の成果 

① 子どもたちの放課後の居場所の現状と課題について、共通の認識が図れた。 

② 保育園の時から児童館、学童クラブ、ひのっちを知ってもらうため、就学児健診の

際にパンフを配布した。 

③ 平成２８年度に向け、学童クラブ運営の見直しを行った。 

   ・適正利用の運用 ・保護者会の際の学童クラブの利用 ・三季休業コースの考え方 

   ・延長育成の事務手続きの簡素化 ・学童クラブ費の改定についての説明 

 ④ 夏ひのっちについての報告と課題の認識 

  

●今後の検討会について 

  引き続き、月 1 回程度の検討会を開催し 

  子どもたちの放課後の居場所について 

  利用者、スタッフ、職員の意見交換を行う。 

 

 

●学童クラブの課題のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


